
全世代交流プロジェクトの取組
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全世代交流プロジェクト（芦屋市の行政改革について）

№
目指すべき未来
〔施策の方向性〕

プロジェクト

Ⅰ
地域社会が子どもたちを育む
〔子育てしやすいまちづくり〕

①子育て・仕事両立プロジェクト

②教育環境充実プロジェクト

Ⅱ
人々の笑顔が溢れる

〔全世代が住みよいまちづくり〕

③健康増進・全世代交流プロジェクト

④女性が輝く場の創出プロジェクト

Ⅲ
まちの魅力を高める

〔流入を促進するまちづくり〕

⑤未来へ向けた魅力あるまちづくりプロジェクト

⑥地域活力向上につながる魅力発信プロジェクト

Ⅳ
職員が生き生きと働く

〔働いてみたい市役所※づくり〕

⑦人が育つ仕組みづくりプロジェクト

⑧働く環境の魅力向上プロジェクト

期 間 行革の特徴

平成１５年～１８年 コスト削減型

平成１９年～２３年 役所のシステム改革型

平成２４年～２８年 課題解決型

●今までの行政改革

コスト削減，職員削減が中心

少子・高齢化と人口減
少に立ち向かうため
に

●子育てしやすいま
ちづくりにより子育て
世代の流入促進

●魅力あるまちづくり
により人口流入促進

■目指すべき未来のためにプロジェクトチームを設置

現在の芦屋市
少子・高齢化と人口減少

●新しい行政改革

情報の集約・共有化と
効果的な利活用の促進

戦略的な連携の推進

施策を推進する
組織づくりと人材育成

資源の有効活用

４つの視点で新たな行政改革



全世代交流プロジェクトの軌跡①

■多様な主体の自発的福祉を高めるため，連携を模索するためインタビューにいくことに！

時 期 検討内容

活動に向けた準備
平成２９年５月２６日（金）
午後３時～４時３０分
於：同志社大学
出席者 １４名

・ 社会福祉法の改正の背景・趣旨について
・ プロジェクト・チーム（以下「ＰＴ」）の進め方について
・ 意見交換

第１回
平成２９年６月７日（水）
午後１時３０分～３時３０分
出席者 ３０名

・ 「芦屋市行政改革」について
・各ＰＴの設置について
・講話（講師：日本福祉大学 平野教授）
「社会福祉法改正にかかるＰＴ設置の意義と役割」
・意見交換

第２回
平成２９年７月２５日（火）
午後１時３０分～３時３０分
出席者：１８名

・第１回目の振り返り
・「多様な主体への働きかけ」について
・グループワーク
① インタビューを実施する対象主体の選定
② インタビュー内容
・発表によりＰＴ全体で共有

平野先生から左
記の内容につい
てご助言をいた
だきました。

社会福祉法の
改正に伴う自発
的福祉の推進，
多様な主体との
連携の必要性を
学びました。

ＰＴのメンバーで，
まずどの主体
（企業，団体）に
働きかけていく
か話し合いまし
た。



全世代交流プロジェクトの軌跡②
■社会福祉法の改正に伴う自発的福祉の推進，多様な主体との連携を意識しインタビューを実施



全世代交流プロジェクトの軌跡②

■多様な主体（２２団体）へインタビューを実施

（株）ﾀﾆﾀﾍﾙｽﾘﾝｸ

阪急阪神ホールディングス（株）

（株）トライグループ （株）フィッシングマックス ミズノ（株）

ＰＴメンバーによるインタビュー結果の
中間報告会も実施しました

兵庫県住宅供給公社 （学） 芦屋大学

芦屋いずみ会

（学）甲南大学

etc

フードバンク関西
生活協同組合
コープこうべ

（株）三井住友銀行



全世代交流プロジェクトの軌跡③
■ＰＴの活動から発展したコープこうべの個配担当者等との意見交換会

コープこうべにインタビューを
行った際に，個配担当者が市
民の方より困りごとを聞くが，
どこにつないだらいいのか分
からないといった話があり，芦
屋市職員との意見交換会に
つながりました。

＜意見交換の内容＞
●業務中に聞く市民の困りごと
●地域活動に関する情報
●芦屋市に求められる資源
●行政に期待すること
●その他



1 阪急阪神ホールディングス株式会社 11 ミズノ株式会社

2 株式会社三井住友銀行 12 ミズノスポーツサービス株式会社

3 兵庫県住宅供給公社 13 株式会社フィッシングマックス

4 芦屋いずみ会 14 特定非営利活動法人芦屋市体育協会

5 株式会社タニタヘルスリンク 15 尼崎ENGAWA化計画
6 生活協同組合コープこうべ 16 芦屋市民生児童委員協議会

7 認定特定非営利活動法人フードバンク関西 17 芦屋市コミュニティ・スクール

8 学校法人芦屋学園 芦屋大学 18 社会福祉法人芦屋市社会福祉協議会

9 学校法人甲南学園 甲南大学 19 社会福祉法人きらくえん あしや喜楽苑

10 株式会社トライグループ 20 社会福祉法人聖徳園 あしや聖徳園

全世代交流プロジェクトの軌跡④

【参加団体】 インタビューを行った団体から２０団体，３６名の方にご参加いただきました！

＜芦屋市長より＞
現在，人口減少・少子高齢化に起
因する諸課題を中心に据え，本市
がより魅力あるまちとなるよう取組
を展開しているところでございます。
本日の交流会が，「目指すべき未
来」に向けた本市とみなさまの新た
な「創発の場」となることを期待して
います！

芦屋市長も参加

■多様な主体と芦屋市行政改革ＰＴとの交流会を開催（H29.10.6）

21 一般財団法人芦屋ハートフル福祉公社

22 株式会社アクティブライフ

23 社会福祉法人かんでん福祉事業団

24 学校法人日本福祉大学 日本福祉大学

【オブザーバー】 ※地域に関する調整役機能を持つ生活支援コーディネーター（団体１９～２３）も参加

団体から合計 ２４団体・４３名
芦屋市含め 総勢 ７２名が参加！！



■多様な主体の取組紹介（芦屋市がインタビュー結果の資料を作成し，その資料をもとに
参加団体が順番に地域づくりにつながる取組等をプレゼン）

全世代交流プロジェクトの軌跡④



■「未来に向けた取組」について意見交換・グループワークを実施
■最後に，名刺交換，フリートークで次につながる交流を行う

全世代交流プロジェクトの軌跡④



項目 回答内容 回答人数

１ 交流会について

とても参考になった １９名

ある程度参考になった １６名

参考にならなかった 他 ２名

２ 行政のプロジェクト・チームの取組について

良く理解・共感できた １６名

ある程度理解・共感できた １８名

理解が難しかった 他 ３名

３
今後，同様の交流会等があれば
参加したいですか。

ぜひ参加したい １７名

予定が合えば参加したい １９名

どちらともいえない 他 １名

※参加団体アンケート ３７名分について■アンケート自由記述より抜粋
・今回の取組は大きな一歩だと思います。今後の芦屋市の変化が楽しみです。
・自分の知識・情報が少ないことがわかったので，今後は様々な団体からも情報を得ていきたい。
・スピード感を持って新たな継続性のある取組の実施を期待したい。

・今回はお互いの活動を知る機会だった。今後は具体的な取組についてアイデア出しや行動に移して行け
るようにしたい。

■参加者アンケート 前向きな意見，期待する意見を数多くいただきました！

⇒参加者からは事務局に協力してもよいという声もあり，参加者連絡簿を作成し，全参加者へ送付

全世代交流プロジェクトの軌跡④



プロジェクト・チームとして

• 市のパートナーに成り得る各主体に，市
が変わろうとしている姿勢を伝えることが
できてよかった。

• 前所属部署の関係機関と現所属部署の
関係機関というように既存のネットワーク
も活用し，協働の取組につなげたい。

• 一方で，企業はネットワーク創出の場や
機会の提供者には成り得るが，活動その
ものから直接的な利益につながらない場
合，主体的な取組を促すことは難しいと感
じた。

• 団体によって，できることできないことが異
なるため，芦屋市が取組テーマを明確に
し，多様な主体と連携する方法がよいと思
う。

職員個人として

• 仕事で関わりが少ない分野の話を聞くこと
ができ，視野が広がった。

• 多くの企業・団体が地域で様々な活動を
行い，地域に貢献していることを知らな
かったのでよかった。

• 民間の「とりあえずチャレンジして，ダメ
だったときはそのときに考えればよい」と
いう姿勢は役所ではなかなか持ちにくい
が，必要ではないかと感じた。

• 民間の質の高いプレゼンを見て，行政職
員も説明能力を高める必要があると思っ
た。

• 企業や団体が行政や他団体との連携に
対して，積極的であると同時に，地域とつ
ながるための情報を必要としていることが
わかり，情報発信が求められていると実
感した。

行政改革の基本的な考え方（情報の集約・共有化と効果的な利活用の促進，戦略的な連携の推進，施
策を推進する組織づくりと人材育成，資源の有効活用）をもとに，ＰＴ（組織）として取組を進めているが，そ
のプロセスを経験することで，職員個人が行政改革を理解し，体現しようと努めている。

全世代交流プロジェクトの軌跡④
■職員アンケート 職員の意識の変化，ＰＴの今後の取組の方向性が見えてきました！



全世代交流プロジェクトの成果

１ 多様な主体との関係性の構築

• 今まで関わることがない方々と顔合わせ，交流ができてよかった。
• 主体同士が連携できる可能性を感じた。

２ 地域づくりにつながる取組の推進

• 各団体が地域へ向けた様々な取組を行い，地域とのつながりを持とうとしていることがわかったの
で参考にしたい。

３ 芦屋市が目指すべき未来の共有（芦屋市行政改革）

• 異業種の民間企業が集まり，芦屋市を良くしようと知恵を出し合うことがいい刺激になった。他団
体と連携することで新たな何かが出来る可能性を感じた。

• 行政，市民が届かない部分に対して，企業が埋めていくようになれば良いと思う。

４ 芦屋市職員の人材育成

• 行政は「受け身」というのが率直なイメージだったが，完全に変わった。現在・未来に直面する問題
について，改革プロジェクトを結成し，様々な課題解決をしようとしていることが理解できた。

（参加者・職員アンケートによる）



新たな連携事例について①

《芦屋市プロジェクト・チームの取組からの連携事例》

● あしやキッズスクエア
株式会社フィッシングマックス×市青少年育成課

● Ｊ：ＣＯＭチャンネル デイリーニュース放送
株式会社ジュピターテレコム×社会福祉法人かんでん福祉事業団等
株式会社ジュピターテレコム×社会福祉法人芦屋市社会福祉協議会
株式会社ジュピターテレコム×市地域福祉課，市障害福祉課

● あしやたがやす（イベント）開催
生活協同組合コープこうべ ×尼崎ENGAWA化計画×市職員

● 食糧支援
認定特定非営利活動法人フードバンク関西×生活協働組合コープこうべ
×社会福祉法人芦屋市社会福祉協議会

ＰＴでの出会いにより，新たな連携事例が生まれました。

地域の行事に，こえる場！参加企業が差し入れするなど，地域との連携（つながり）も
生まれてきました。



新たな連携事例について②

■こえる場！（ＰＴと多様な主体の集まり）の周知
■新たな気付き，創発，連携のためのイベントの開催

行政，各団体から「具体的な取組についてのアイデア出しや行動が必要ではないか」との意見も多
く，行政と各団体又は各団体どうしが連携できる手法の一つであるイベントについて意見交換を実施

●災害時の食の啓発
生活協同組合コープこうべ×芦屋いずみ会

●あしやコミュニティcafe
生活協同組合コープこうべ×株式会社ローソン×地域支え合い推進員

●自然工作（昔遊び）
学校法人 芦屋学園・芦屋大学×ちきゅうっ子応援隊

市と市民，多様な主体が実践している地域づくりに
つながる取組を周知・啓発できるイベントを開催（３月２１日）

イベント開催にあたり新たに生まれた連携

こえる場！参加団体 ２１団体
イベント参加団体計 ２７団体

市民（生活困窮者）を包括的に支える連携体制の推進


